
朝
日
新
聞
N
危
角

関
電
川
時
間
研
修
開
始

役
員
法
令
順
守
を
学
ぶ

関
西
電
力
は
而
貝
現
役
員

が
計
1
0
0
時
間
を
か
け
て
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
(
法
令
や
社

会
規
範
の
墾
寸
)
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
(
企
業
統
造
を
学
ぶ
新
た

な
研
修
を
姶
め
た
。
元
役
員
ら

に
噛
金
品
受
領
や
役
員
報
酬

を
櫓
填
し
て
い
た
問
題
を
受
け

た
再
発
防
止
策
の
一
奨

研
修
は
年
に
4
回
実
施
す
る

1
、
計
画
。
課
題
図
書
を
読
む
事
前

ー
・
準
備
や
当
日
の
講
義
と
討
論
、

2
 
2
千
字
程
度
の
事
後
り
ポ
ー
ト

の
作
成
な
ど
各
回
に
誕
間
を

か
け
る
。
計
1
0
0
時
間
で
、

な
い
」
と
話
し
た
。

6

年
間
の
総
勤
務
見
込
み
時
間
の

5
%
に
相
当
す
る
と
い
う
。

こ
の
日
の
研
修
で
は
、
森
本

孝
社
長
ら
関
電
の
役
員
と
関
西

電
力
送
配
電
の
役
員
計
器
人
が

参
如
研
修
全
体
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
委
員
の
1
・

ー
が
需
と
し
て
、

倫
理
学
の
無
か
ら
役
員
が
守

る
べ
き
規
範
意
識
な
ど
を
説
明

し
た
。
研
修
後
中
谷
委
員
は

「
倫
理
が
ま
ず
べ
ー
ス
に
あ
っ

て
、
法
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

法
を
守
り
さ
え
す
れ
ぱ
い
い
の
一

檎
本
拓
翅

で
は
な
く
、
倫
理
と
い
う
土
台

を
ま
ず
完
成
さ
せ
な
い
と
い
け

日
本
経
済
新
闘
ー
タ
紗
商

役
員
コ
ン
プ
ラ
研
修
、
関
電
が
公
開

関
西
電
力
は
巧
貝
役
員
を
対
象
と
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
を
報
道
陣
に
公
開
し
た
。
役
員
の
年
間
稼
働

時
間
の
5
%
に
あ
た
る
1
0
0
時
間
を
研
修
に
費
や
し
、

昨
年
9
月
に
発
覚
し
た
金
品
受
領
問
題
で
問
題
視
さ
れ
た

関
電
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
を
図
る
。
同
日
の
研
修
に
は
森

本
孝
社
長
を
含
む
器
人
が
出
席
し
た
。

ー
プ
ラ
チ
支
喬
霧
曽
誕
李

の
中
谷
堂
薮
授
は
研
修
に
先
立
ち
関
電
の
役
員
に
「
質

.
量
と
も
に
負
担
が
大
き
い
が
、
 
1
0
0
時
間
の
研
修
を

通
じ
企
業
風
土
は
必
ず
改
善
す
る
と
思
っ
」
と
あ
い
さ
つ
0

倫
理
学
な
ど
に
関
す
る
講
義
奔
っ
た
。
講
義
後
は
役
員

に
対
し
2
0
0
0
字
以
上
の
り
ポ
ー
ト
を
課
す
な
ど
研
修

内
容
の
定
着
を
図
る
。
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